
年末年始を、伝統文化と出合う機会に

いよいよ子どもたちが楽しみにしている冬休みを迎えます。今学期は、運動
会、全校遠足、校外学習、修学旅行、芸術鑑賞会、学習参観、かけ足会、個人
懇談など、大きな行事を実施してきました。感染症による閉鎖等もなく、子ども
たちも健康に過ごす中、多くの保護者の皆様や地域の皆様にも学校にお越し
いただきました。お礼申し上げます。さて、あと一週間ほどで新年を迎えます。
「一年の計は元旦にあり」というお話を昨年の終業式にもしましたが、それにな
らえば「一年の振り返りは年末にあり」となるでしょうか。一年を振り返って自分の成長を確認するととも
に、希望に満ちた新たな決意をしたいものです。
ところで、私が子どもの頃は、休みには家で果たす役割がきっちり与えられていました。大掃除や外回

りの片付けは寒さがこたえましたが、やり終えた後の気分は他の季節では味わえないものがありました。
親から子に伝えられる年末年始の暮らしは、ある意味で私たちの伝統文化と言えます。時代や生活ス

タイルが変わろうとも、大人の傍らで体験した家庭での役割や仕事、暮らし方は、大変価値あるもので
す。子どもたちが将来、大人や親になったとき、お祝い事をしたり、新しい年への誓いを立てたりした経験
が必ず生きてきます。また、それらは少なからず、人として大切な部分の形成に影響を与えることも言われ
ています。この冬休みを子どもたちが豊かで温かみのある伝統文化と出合う機会にしていただきたいと
願います。

寒さは、これからが本番です。学校の周りの木々もずいぶんと葉を落とし、眠りに
入ろうとしています。来るべき春に備え、小さな芽を抱いて厳しい冬を越そうとしてい
るようにも見えます。どうか保護者の皆様も新しい年、そして希望に満ちた春を迎え
るためにお元気でお過ごしください。本年中にいただきました本校教育推進へのお
力添えに感謝申し上げます。
最後になりましたが、１月７日に子どもたちが元気に登校できますように御協力よ

ろしくお願いします。

あゆみ（通知票）を通して、お子さんの成長を見つめてください
最終日には、「あゆみ」をお届けします。ぜひ、お子さんと一緒に見ていただき、学校でも大切にしてい
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る「いいところ見つけ」をしていただければと思います。
なお、学校の通知票は、記号、短文等で表されており、子どもたちの姿をすべて表せるものではありま

せん。懇談等でお伝えした内容や、二学期の生活を振り返ってご家庭で気付かれたことなども話題にし
ながら、お子さんの頑張りを認め、次への意欲につなげていただければ幸いです。

＊＊ご家庭・地域の皆様、ありがとうございます＊＊引き続きよろしくお願いします＊＊

本校はコミュニティ・スクールとして、学校運営協議会制度に基づき、地域と学校が目標を共有し、そ
れぞれの立場で役割を分担しながら、子どもたちの育ちを支える取組を進めています。今年も、多くの教

育支援ボランティアの皆様に、登下校の見守りや栽培活動、学習支援など、さまざ
まな場面でお力添えをいただきました。また、学期末には、子どもたちと一緒に大
掃除にも参加していただき、子どもたちの手の届きにくい場所まで丁寧に清掃して
くださいました。地域の方とともに活動する中で、子どもたちは「支えられているこ
と」「誰かのために力を合わせること」を、自然な形で学んでいます。心より感謝申
し上げます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

学校閉庁日について
町教育委員会より、冬期休業中の「１２月２７日から１月４日までを学校閉庁日とする」との通知があり

ました。この期間中は、学校に職員は勤務しておらず、学校への立ち入りや直接の対応はできません。各
種対応につきましては、町教育委員会が担うこととなります。なお、緊急性のある事案が生じた場合には、
町教育委員会を通じて学校関係者等へ連絡が入る体制がとられています。保護者の皆様におかれまし
ては、趣旨を御理解のうえ、御協力を賜りますようお願いいたします。

【学校閉庁期間の緊急連絡先】

田原本町教育委員会 ０７４４ー３２－２９０１〔町役場代表〕

平和への誓いを新たにしました

本校では、人権の大切さについて考える「こころをつ
なぐ集会」を学期に一度開催しています。１２月８日に
は、平和に関する集会を行いました。
今回は、６年生が修学旅行で学んできたことを下学

年に伝え、「平和な学級をつくるために、今の自分たち
にできること」を考えてほしいと訴えかけました。
その思いを受けて、各学年で話合いが行われ、１・２

年生は「目の前に困っている人がいたら、すぐに助け
る」、３年生は「なかよく助け合い、友だちの気持ちを考
える」、４年生は「平等に、やさしくする」、５年生は「差別を絶対になくす」というめあてをそれぞれに決
めました。
平和は、遠い世界の出来事ではなく、毎日の学校生活の中で、一人一人の行動からつくられていく

ものです。６年生の学びと願いが、全校にしっかりと受け継がれていくことをうれしく思いました。


